
砂
原

尾
白

内

新
川石

倉

落
部

由
追

内浦

山崎

黒岩

静狩 ﾋ
ﾞｶ

ﾞｳ
ｽ

礼
文

貫
別

川
ﾍ

ﾟﾍ
ﾟｼ

ﾚ
ﾄ

赤
岩

中
航

路

焼
石

ﾉﾔ
の

間
120m

240m

組合前

崎守

絵鞆

大船

安浦

4000

5001000
2000

100 50 1

1097

4352
1474

721
726
912

586

897

822
1010

1318

2140

2227

121818891315

7702061161 5

9 199
3141

1360

1 2591422
1926

632832
1158

1 0
256

125

224

235

75

713 170

1302

1965

620
33

237
5

1
2

5
2

3 3 46

1768

383

1

11

298

2316

10

38

12

224

87

11

207

136

20

449206

1894
2527

2052

2331 543

462

298

338
3274

472

1109

3365

1705

1720

3

883

1513

505

1426

241

0

長万部

0 0 18

2,938

0

3,000

6,000

5/9～ 5/16～ 5/23～ 5/30～

室蘭
(6/6)

[229個／㌧]

0 20 40

130

160

190

220
250

280伊達
(6/7)

[75個／㌧]

0 10 20

130

160

190

220
250

280

湾外(金星丸)
(6/6-8)

[316
個／㌧]

0 100

130

160

190

220
250

280湾内沖合
(金星丸)
(6/6-8)

0 100 200

130

160

190

220
250

280

[1,209
個／㌧]

有珠
(6/7)

[728個／㌧]

0 50 100

130

160

190

220
250

280

虻田
(6/6)

[972個／㌧]

0 100 200

130

160

190

220
250

280

豊浦
(6/7)

[1 ,658個／㌧]

0 200 400

130

160

190

220
250

280

長万部
(6/6)

[737個／㌧]

0 50 100

130

160

190

220
250

280

八雲
(6/6)

[1,820個／㌧]

0 200 400

130

160

190

220
250

280

落部
(6/7)

[1 ,465個／㌧]

0 100 200 300

130

160

190

220
250

280

森
(6/6)

[1,426
個／㌧]

0 100 200

130

160

190

220
250

280

砂原
(6/6)

[2 ,412
個／㌧]

0 200 400

130

160

190

220
250

280

有珠

25 33

2,950

0

3,000

6,000

5/17～ 5/23～ 5/31～

伊達

4 78
1,292

0

3,000

6,000

5/17～ 5/25～ 5/31～

八雲

0 0 32

4,968

0

3,000

6,000

5/9～ 5/16～ 5/23～ 5/30～

st34

ライン1

長万部

南茅部
(6/7)

[1,076
個／㌧]

0 100 200

130

160

190

220
250

280

落部

0 0 57

41,627

0
10,000
20,000
30,000
40,000

5/9～ 5/16～ 5/23～ 5/30～

ホタテ週間付着数(個/袋/週)、１袋は採苗器約100g

鹿部
(6/3)
[219

個／㌧]

0 20 40

130

160

190

220
250

280

第５回噴火湾ホタテガイ情報(2011 年) 
 

発行日：平成２３年６月１３日    

函館水産試験場・栽培水産試験場・釧路水産試験場 

胆振・渡島北部・渡島中部地区水産技術普及指導所 

図１．ラーバ分布状況(6/6-8) ：丸の大きさと添付数字はラーバ密度(個／㌧)、灰色曲線と数字は深度10m におけ

る等水温線と水温（℃）。（沿岸地点は実際よりも沖側にプロットしてあります。沖合地点は実際の位置です。） 

（図中st34とライン１はそれぞれ次ページ図２と図３の環境測定地点です。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

６月６－８日に金星丸（函館水試調査船）により、ラーバ・海洋環境調査を行いました。各地区水産指導所による沿岸

部の調査結果とともに、報告します。前回調査よりは密度が減少しましたが、湾内沖合にはラーバが高密度で分布してい

ます（平均1,209個／トン）[前回調査(5/24);4,894個／トン]。主要なサイズは中型の殻長180～250μmと大型の殻長250

～280μmで、付着サイズのラーバも高い密度で分布している状況です。各地区の付着状況も良好で、５月末に投入した採

苗器には1週間で、1,300～41,600個／袋のホタテが付着しています。各指導所は、全ての採苗器の投入を指示してい

ます。ラーバのサイズ分布が二峰型であるため、今後も長期間、付着が期待できます。 

今年は、時計回りの渦はまだできていません（昨年は6月7-9日の調査でこの渦が確認されました）。この渦により、

ラーバは湾全域に行き渡らせられると考えられます。現在、室蘭～伊達以外では沿岸部にも高密度で、ラーバが分布して

いる状況です。今後、水温が上昇し、渦ができれば、室蘭～伊達のラーバ密度も高まると期待されます。（時計回りの渦の

形成は、水温の等温線が同心円状になることで確認できます。） 

表層の水温が上昇し、低塩分の水も湾内に流入したため、麻痺性貝毒プランクトンが増えています（次ページ参照）。

残存貝の出荷を考えている方は注意して下さい。 

連絡先：函館水試 調査研究部 管理増殖グループ 馬場・渡野邉・金森）

この情報は函館水試のホームページからも、ご覧いただけます。 
http://www.fishexp.hro.or.jp/exp/hakodate/scallop/scallop.html 
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図２ 最深地点(図１の st34)における水温・塩分・密度・

溶在酸素の鉛直変化(平成 23年 6月 7日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 長万部からの離岸距離と水深ごとの水温・塩分・密

度・溶在酸素の分布(平成 23年 6月 6-8 日)（図１ライン

１の断面図）              

【環境情報】 

図２に噴火湾最深部(図１の st34)での、環境の鉛直

変化を示しました。水温は、表層でやや高く12.0℃、深

度 10から 50mにかけて徐々に低下し、深度50mで 4.1℃

です。60ｍ以深の水温は3.3～3.5℃で、3ヶ月前からほ

とんど変化していません。 

底層(60m 以深)の溶在酸素は、前回調査よりも低下し

ていますが、最深部でも、5.1mL/L(約 70%)あり、まだ心

配するレベルではありません。貧酸素の目安は3mL/L 以

下です。 

図３に長万部沖から湾口までの噴火湾断面の環境分

布を示しました（図１のライン１）。湾の最深部付近には

溶在酸素のやや低い水塊があります(溶在酸素：5.5～

6.5mL/L)。また、湾口には塩分濃度が高く(33.4～33.6)

津軽暖流水と考えられる水塊がすでに到着しています。

この津軽暖流水が初秋(9～10 月)に湾内に大規模に流入

し、貧酸素状態を解消してくれると期待されます。 

【貝毒プランクトンについて】 

麻痺性貝毒プランクトンのタマレンセ（図４）（ｱﾚｷｻ

ﾝﾄﾞﾘｳﾑ・ﾀﾏﾚﾝｾ、旧ﾌﾟﾛﾄｺﾞﾆｵﾗｯｸｽ･ﾀﾏﾚﾝｼｽ）が最近増えて

います。森沖で130～1,400 個／リットル(6/6)、虻田沖

で 20～360 個／リットル(6/6)出現しました。過去の例か

ら、ホタテガイが、いつ出荷規制になってもおかしくな

い数です。残存貝の出荷を計画している方は注意して下

さい。 

このタマレンセは例年 6 月末のシケ後には消滅しま

す。しかし、ホタテガイに蓄積された成分はなかなか排

出されず、8月頃まで出荷規制が続くことがあります。 

タマレンセは河川水の影響のあるところで大増殖す

ると言われています。噴火湾の場合、特に胆振側には大

きな河川はなく、「噴火湾でタマレンセが増殖している

のはなんか変な感じだ」という研究者もいるぐらいです。

前回のホタテガイ情報(5/27 発行)で、「にごり」の原因

の一つとして、胆振側から低塩分の海水が流入している

ことを報告しました。この時、「この低塩の海水は沿岸親

潮に日高から胆振太平洋側の河川水が混合したものであ

ろう」と考察しました。この低塩の海水がタマレンセの

増殖を促進したのかもしれません。5 月の低塩海水は要

注意です。 

噴火湾の底質にはタマレンセの種（たね）である休眠

胞子がたくさん存在しています(多いところで 400～500

個／g湿泥)。この胞子が初春(3～4月)に発芽して、5～

6 月に表層水温が上昇し水塊が安定すると、大増殖しま

す。増殖の規模の年変動は大きく、1980 年代は大規模で

1993 年以降は小規模になっていました。1980 年代はや

や寒冷な気候だったと言われています。 

図４タマレンセ

の写真（左：通

常可視光、右：

蛍光染色後） 
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